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習
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米
中
が
対
立
し
、
ア
メ
リ
カ
が
中
国
の
産
業
政
策
と
技
術
覇
権
を

問
題
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。「
一
方
的
な
現
状
変
更
を
止

め
る
」
と
い
う
本
来
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、「
制
裁
」
と

い
う
矛
を
磨
く
だ
け
で
は
、リ
ス
ク
が
増
幅
す
る
だ
け
で
あ
る
。「
一

方
的
な
現
状
変
更
」
を
行
っ
た
場
合
、「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
切
り
離
さ
れ
る
」
と
い
う
回
路
を
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て

つ
く
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。　

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
経
済
成
長
を
も
た
ら
し
た

　

図
は
、
経
済
史
家
ア
ン
ガ
ス
・
マ
デ
ィ
ソ
ン
ら
の
編
纂
し
た
デ
ー

タ
を
も
と
に
、
一
六
〇
〇
年
か
ら
の
一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
推
移

を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
経
済
成
長
論
に
お
い
て
は
、
一
人
当
た
り

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
を
経
済
成
長
と
呼
び
、
一
定
の
条
件
が
揃
え
ば
同

じ
成
長
経
路
に
同
期
し
て
い
く
と
考
え
る
。
一
九
世
紀
ま
で
は
当
時

の
覇
権
国
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
最
も
高
か
っ

た
が
、
二
〇
世
紀
に
は
ア
メ
リ
カ
が
追
い
抜
き
、
第
二
次
大
戦
後
に

覇
権
国
と
な
る
。
二
〇
世
紀
前
半
ま
で
の
新
興
国
・
ド
イ
ツ
と
日
本

は
、
当
時
の
先
進
国
で
あ
る
英
米
を
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
る
軌
道
に

乗
っ
て
は
い
た
も
の
の
、
ま
だ
背
中
を
追
い
か
け
る
水
準
だ
っ
た
。

そ
の
状
況
で
英
米
に
戦
争
を
挑
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
敗
戦
で

一
度
国
力
を
大
き
く
毀
損
す
る
も
の
の
、
今
度
は
先
進
国
の
成
長
軌

道
に
乗
っ
た
。
韓
国
、
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
な
ど
も
こ
れ

に
続
い
た
。
一
方
で
、
戦
前
に
は
日
独
と
同
じ
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
、
冷
戦
終
結
後
の
ロ
シ
ア
連
邦
は
、
先
進
国
の
軌
道
か

わ
た
な
べ　

ま
り
こ　
一
九
九
一
年
東
京
大
学
卒
、

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
入
所
。
香
港
大
学
商
学
院

（M
.Phil

）、
北
京
大
学
光
華
管
理
学
院
客
員
研
究

員
を
経
て
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
東
ア
ジ
ア
グ
ル
ー

プ
長
。
博
士
（
東
京
大
学
、
経
済
学
）。
二
〇
一
三

年
か
ら
現
職
。『
中
国
の
産
業
は
ど
の
よ
う
に
発
展

し
た
の
か
』（
編
著
）『
国
際
通
商
秩
序
の
地
殻
変
動
』

『
中
国 

創
造
大
国
へ
の
道
』（
共
著
）
な
ど
。

長
期
の
経
済
成
長
モ
デ
ル
か
ら
見
れ
ば
、

中
国
は
い
ま
だ
新
興
国
で
、「
覇
権
国
」
の
条
件
を
備
え
て
い
な
い
。

覇
権
国
対
新
興
国
と
い
う
米
中
の
戦
略
的
競
争
関
係
が

「
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
に
陥
ら
な
い
た
め
の
手
当
て
が
必
要
だ
。

「
力
と
ル
ー
ル
」で

先
端
技
術
の
武
器
化
を
防
げ
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ら
外
れ
、「
中
所
得
国
の
罠
」
に
陥
る
。
中
国
は
清
朝
期
に
英
米
に

引
き
離
さ
れ
、
二
〇
世
紀
後
半
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
に
転
じ
た
。
現

在
ア
メ
リ
カ
と
中
国
の
関
係
は
、
依
然
と
し
て
先
進
国
と
新
興
国
の

そ
れ
で
あ
り
、
覇
権
国
同
士
の
競
争
で
は
な
い
。

　

こ
の
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
は
、全
要
素
生
産
性
（
Ｔ
Ｆ
Ｐ
）

が
左
右
す
る
。
カ
ネ
で
も
ヒ
ト
で
も
な
い
要
素
、
経
済
学
で
「
外
部

性
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
狭
義
の
技
術
に
加
え
て
制
度
も
含
ま
れ

る
。グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
か
鎖
国
か
、市
場
経
済
か
共
産
主
義
か
、

競
争
促
進
か
独
占
か
。
こ
う
し
た
制
度
が
、
ど
の
よ
う
な
技
術
を
選
択

し
て
ど
う
利
用
す
る
の
か
決
め
、
選
択
さ
れ
た
技
術
が
経
済
成
長
を

左
右
す
る
。
さ
ら
に
制
度
を
選
択
す
る
の
が
、
政
治
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
国
家
が
技
術
を
ど
う
使
う
か
に
よ
っ
て
、
経
済
成
長
は
決
ま
る
。

　

二
一
世
紀
の
現
在
、
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
引
き
上
げ
る
狭
義
の

技
術
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
で
あ
る
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
通
じ
て
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
動
か
し
、
意
思
決
定
の
自
動
化
や
リ
モ
ー
ト
で
の
作
業

を
可
能
に
す
る
技
術
で
あ
り
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
か
ら
与
え
ら
れ
る
信

号
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
伝
え
る
機
能
を
支
え
て
い
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

が
半
導
体
で
あ
る
。
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
多
く
の
デ
ー
タ
を
読
み
込
む

こ
と
で
性
能
が
向
上
し
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
と
し
て
発
展
し
て
き

て
い
る
。
さ
ら
に
端
末
と
サ
ー
バ
の
間
で
通
信
す
る
デ
ー
タ
の
量
が

格
段
に
増
え
る
こ
と
で
、
モ
バ
イ
ル
ペ
イ
メ
ン
ト
や
自
動
運
転
の
よ

図　「国力」を示す一人当たりGDPの動き
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う
な
、
空
間
を
超
え
た
作
業
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
戦
闘
に
お
い
て

も
、
衛
星
や
ド
ロ
ー
ン
と
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
化
技
術
が
活
躍
し
て
い

る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
ろ
う
。

中
国
の
産
業
政
策
と
先
端
技
術

　

中
国
が
先
進
国
を
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
る
成
長
経
路
に
乗
っ
た
の

は
一
九
七
八
年
で
あ
る
。鄧
小
平
が
体
制
改
革
と
対
外
開
放
を
決
め
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
市
場
経
済
化
が
全
要
素
生
産
性
の
上
昇

に
貢
献
し
た
。
特
に
、
二
〇
〇
一
年
の
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）

加
盟
に
よ
り
、
中
国
の
国
内
制
度
を
海
外
の
そ
れ
と
連
結
さ
せ
、
国

有
企
業
に
対
し
て
競
争
を
挑
む
民
営
企
業
の
存
在
を
認
め
た
。
さ
ら

に
、
〇
六
年
か
ら
の
第
一
一
次
五
ヵ
年
計
画
で
は
産
業
振
興
策
を
開

始
、一
一
年
か
ら
の
第
一
二
次
五
ヵ
年
計
画
で
は
「
戦
略
支
柱
産
業
」

を
選
定
し
、
製
造
業
で
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
目
標
と
し
た
。
一
六

年
か
ら
の
第
一
三
次
五
ヵ
年
計
画
で
は
、「
中
国
製
造
２
０
２
５
」
お

よ
び
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＋
」
計
画
を
打
ち
出
し
、
製
造
業
の
競
争

力
を
世
界
水
準
に
引
き
上
げ
、
製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
既
存

産
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
の
融
合
を
目
標
と
し
た
。

　

そ
し
て
二
一
年
か
ら
始
ま
っ
た
第
一
四
次
五
ヵ
年
計
画
で
は
「
デ

ジ
タ
ル
チ
ャ
イ
ナ
」
が
目
標
に
掲
げ
ら
れ
た
。
こ
こ
で
よ
う
や
く

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
と
し
て
の
産
業
政
策
か
ら
、
最
先
端
技
術
の
構
築

の
青
写
真
が
描
か
れ
た
。
中
央
政
府
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
産
業
政
策
と

銘
打
っ
て
デ
ー
タ
の
取
引
市
場
を
構
築
す
る
制
度
を
整
え
、
深
圳
市

は
人
工
知
能
産
業
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
東
の
沿
岸
部

の
人
口
過
密
地
帯
の
デ
ー
タ
を
西
の
人
口
過
疎
地
域
に
設
置
し
た

サ
ー
バ
に
送
っ
て
保
存
・
計
算
を
行
う
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
目
的
と
し

た
公
共
事
業
「
東
数
西
算
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
計
画
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
中
国
は
現
在
、
石
油
の
四
倍
も
の
金
額
の
半
導

体
を
海
外
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。
半
導
体
の
よ
う
に
生
産
可
能
な
物

資
の
輸
入
額
が
、
地
理
的
条
件
に
制
約
さ
れ
る
資
源
の
輸
入
額
よ
り

も
多
い
。
こ
れ
は
、
中
国
が
先
端
技
術
を
主
に
自
国
技
術
で
供
給
で

き
て
い
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
新
興
国
で
あ
り
、
先
進
国
で

は
な
い
こ
と
の
証
左
で
も
あ
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
総
額
が
い
か
に
大
き
く
と

も
、
そ
れ
だ
け
で
は
い
わ
ば
「
で
く
の
ぼ
う
」
で
、
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ

Ｐ
を
引
き
上
げ
ら
れ
な
い
と
、
究
極
的
に
は
弱
い
。
ち
な
み
に
、
中

国
は
、国
際
環
境
が
厳
し
く
対
外
関
係
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
と
き
、

往
々
に
し
て
科
学
技
術
へ
の
注
力
を
う
た
う
。
国
を
閉
ざ
す
コ
ス
ト

を
非
商
業
的
な
科
学
技
術
で
補
完
し
よ
う
と
す
る
発
想
で
あ
る
。

輸
出
規
制
と
先
端
技
術

　

こ
の
よ
う
に
、
い
ま
だ
十
分
に
最
先
端
技
術
の
自
国
供
給
能
力
を
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確
立
で
き
て
い
な
い
中
国
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
は
二
〇
一
八
年
か
ら

一
連
の
規
制
を
開
始
し
た
。
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
社
を
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス

品
の
輸
出
管
理
規
則
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
取
引
制
限
）
リ
ス
ト
に
載
せ
、

ア
メ
リ
カ
由
来
の
技
術
の
利
用
を
禁
止
し
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
年
五

月
に
は
「
外
国
製
直
接
製
品
ル
ー
ル
」
の
適
用
対
象
と
し
、
ア
メ
リ

カ
の
技
術
も
し
く
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
生
産
さ
れ
た
製
品
は
、
ア
メ

リ
カ
域
外
で
あ
っ
て
も
ア
メ
リ
カ
商
務
省
の
輸
出
許
可
が
必
要
に

な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
社
は
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
基
幹

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
あ
る
グ
ー
グ
ル
モ
バ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

ず
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
生
産
を
停
止
し
た
。
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
傘
下

の
ハ
イ
シ
リ
コ
ン
社
は
、
設
計
し
た
チ
ッ
プ
の
製
造
を
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
に

委
託
し
高
い
品
質
を
確
保
し
て
い
た
が
、こ
の
取
引
も
打
ち
切
ら
れ
、

フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
社
の
５
Ｇ
ス
マ
ホ
事
業
は
壊
滅
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
が
新
興
国
で
あ
る
中
国
に
対
し
、
厳
し
い
態
度
を
取
る

の
も
十
分
な
理
由
が
あ
る
。
ま
ず
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
総
額
の
大
き
さ
は
、
中

国
の
交
渉
力
を
大
き
く
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
世
界

で
は
、
全
て
の
加
盟
国
は
ル
ー
ル
の
下
に
あ
り
、
大
国
の
論
理
は
通

ら
な
い
。
中
国
は
途
上
国
地
位
を
利
用
し
て
緩
い
制
限
を
享
受
し
て

い
る
一
方
で
、
自
ら
の
購
買
力
の
大
き
さ
に
た
の
ん
で
経
済
的
威
嚇

を
繰
り
返
し
て
い
る
。政
治
的
摩
擦
が
起
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
や
台
湾
、
リ
ト
ア
ニ
ア
に
対
し
、
検
疫
や
技
術
的
な
理

由
で
貿
易
を
制
限
す
る
措
置
を
取
り
、
威
嚇
を
し
て
い
る
。

　

通
商
ル
ー
ル
は
、
こ
う
し
た
行
為
に
対
し
、
貿
易
や
投
資
を
政
治

的
環
境
か
ら
保
護
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
は
さ

ら
に
、
独
自
に
輸
出
規
制
を
加
え
て
き
た
。

　

し
か
し
、
再
生
産
可
能
な
物
資
や
マ
イ
ナ
ー
な
資
源
の
輸
出
規
制

は
、
政
治
的
な
武
器
と
し
て
は
賞
味
期
限
が
あ
る
。
代
替
供
給
主
体

も
し
く
は
自
国
の
技
術
開
発
で
迂
回
す
る
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
あ

る
。
中
国
は
日
本
に
対
し
レ
ア
ア
ー
ス
の
禁
輸
に
よ
り
政
治
的
な
威

嚇
を
試
み
た
が
、日
本
企
業
は
代
替
技
術
を
開
発
し
た
。
政
府
が「
輸

出
規
制
」
を
政
治
的
な
武
器
と
し
て
使
う
と
き
、
コ
ス
ト
を
負
担
す

る
の
は
企
業
で
あ
り
、
そ
の
政
治
的
効
果
は
い
ず
れ
賞
味
期
限
が
切

れ
る
。
こ
れ
を
読
み
間
違
え
る
と
、
経
済
的
損
失
を
被
る
の
み
で
目

的
を
達
成
で
き
な
い
。
ア
メ
リ
カ
も
こ
の
失
敗
を
経
験
し
て
い
る
。

　

一
八
年
以
降
の
ア
メ
リ
カ
の
輸
出
規
制
は
、「
中
国
の
潜
在
能
力

の
向
上
を
削
ぐ
こ
と
で
ア
メ
リ
カ
の
安
全
保
障
を
確
保
す
る
」
た
め

の
も
の
で
あ
る
。
自
国
企
業
の
商
業
的
損
失
を
い
と
わ
ず
、
中
国
の

ハ
イ
テ
ク
産
業
の
成
長
を
抑
え
込
も
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
の
一
〇
月
七
日
に
ア
メ
リ
カ
商
務
省
産

業
安
全
保
障
局
（
Ｂ
Ｉ
Ｓ
）
が
出
し
た
輸
出
規
制
強
化
は
、
よ
り
全

面
的
な
も
の
に
な
っ
た
。
中
国
の
「
半
導
体
製
造
」「
先
進
的
演
算

能
力
」「
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
を
対
象
と
し
、
軍
事
分
野
並
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み
の
規
制
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
の
大
が
か
り
な
規
制
を
行
う
の
は
、
個
別
企
業
の
行
動
を

問
題
視
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
最
先
端
の
技
術
を
手
に
し
た
国
家

の
行
動
に
強
い
懸
念
を
持
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

「
国
家
安
全
第
一
」
に
舵
を
切
っ
た
中
国　

　

抑
止
す
べ
き
対
象
は
、
国
家
の
行
為
で
あ
る
。
対
中
警
戒
は
、
す

で
に
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
時
に
始
ま
り
、
オ
バ
マ
、
ト
ラ
ン
プ
、
バ
イ
デ

ン
政
権
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
国
家
と
し
て
の
中
国
を
見
る
と
、

通
商
、
競
争
上
の
公
平
性
に
問
題
の
あ
る
行
為
が
多
い
（
表
）。
自

ら
の
経
済
規
模
に
た
の
ん
で
経
済
的
威
嚇
に
出
る
行
動
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
そ
も
そ
も
中
国
共
産
党
が
法
を
超
越
す
る
存
在
で
あ
る
た

め
、
法
の
安
定
性
や
予
見
可
能
性
が
低
い
。
社
会
主
義
市
場
経
済
の

も
と
国
有
企
業
が
制
度
的
に
優
遇
さ
れ
、
民
営
企
業
・
外
資
系
企
業

が
不
利
な
競
争
条
件
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
国
家
が
強
制
的

に
技
術
移
転
を
要
求
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
結
果
と
し
て
、「
内
国

民
待
遇
」
軽
視
や
「
安
全
保
障
例
外
」
拡
大
解
釈
に
よ
る
ル
ー
ル
軽

視
が
目
立
つ
。
こ
れ
は
通
商
ル
ー
ル
の
精
神
に
反
し
て
い
る
が
、
十

分
な
規
律
づ
け
が
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

一
方
、
習
近
平
政
権
は
「
不
安
全
感
」
を
つ
の
ら
せ
、「
対
外
開

放
の
た
め
の
国
内
制
度
の
改
革
」
よ
り
も
「
国
家
安
全
第
一
」
を
優

表　国家を規律づけるルールと中国
 違反している可能性のあるルール

（出所）渡邉（2022）各種報道などから筆者作成

補助金協定

補助金協定

国際的な文脈での独占力の濫用だが、直接規律づけるルールはない

補助金協定

中国加盟議定書では、国有企業向け補助金は規律づけの対象

政府調達協定に未加入

中国加盟議定書で善処を約束

衛生植物検疫措置の適用に関する（SPS）協定

貿易の技術的障害に関する（TBT）協定

ルールなし

競争法当局間の協調ルールが必要

日中韓投資協定での投資家保護

ルールなし

国際・国内企業間の競争公平性

TBT協定

ガバメントアクセスのガイドライン

日中韓投資協定での投資家保護

数値目標を設定した産業政策

ゾンビ救済の補助金

国有企業合併によるナショナル

チャンピオン形成

政府調達の輸入品差別

政治的対立と検疫強化などを結びつける

経済的脅威（economic cohesion）

企業結合審査を自国産業の競争優位への

支援と結びつける

競争法運用と自国産業の競争優位の構築

を結びつける

データの越境移転制限

政府による問題行為

衛生植物検疫措置の適用に関する協定（SPS）協定、貿易の技術的障害に関する協定（

TBT）協定
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先
す
る
政
策
に
舵
を
切
っ
た
。
二
〇
一
五
年
に
国
家
安
全
法
を
制
定

し
、
五
〇
年
不
変
の
は
ず
の
、
香
港
の
一
国
二
制
度
を
事
実
上
終
了
さ

せ
た
。
そ
し
て
一
〇
月
の
党
大
会
で
は
、
次
期
指
導
部
か
ら
「
対
外
開

放
・
改
革
」
を
担
っ
て
き
た
人
物
が
一
掃
さ
れ
、「
国
家
安
全
第
一
」

派
に
純
化
さ
れ
、
習
が
決
断
す
れ
ば
す
ぐ
に
動
け
る
体
制
を
構
築
し

て
い
る
。
米
中
相
互
の
不
信
感
に
よ
る
制
裁
と
そ
れ
へ
の
対
応
が
続

く
な
か
「
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
管
理
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
通
商
ル
ー
ル

　

コ
ロ
ナ
禍
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
世
界
全
体
の
供
給
能
力
が
傷
つ

い
た
こ
と
に
由
来
す
る
イ
ン
フ
レ
、
ア
メ
リ
カ
の
利
上
げ
に
よ
り
、

世
界
的
な
景
気
後
退
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
お
り
、
経
済
破
綻
の
リ
ス

ク
も
あ
る
。
中
国
で
も
コ
ロ
ナ
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
続
き
、
経
済
成

長
の
鈍
化
に
よ
り
世
界
の
景
気
後
退
を
加
速
す
る
要
因
と
な
り
か
ね

な
い
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
五
％
が
消
失

す
る
だ
ろ
う
と
予
測
し
、「
有
害
な
貿
易
規
制
を
解
消
し
、
政
策
目

標
の
明
確
な
伝
達
を
通
じ
て
不
確
実
性
を
軽
減
す
る
こ
と
が
優
先
事

項
で
あ
る
。
多
国
間
レ
ベ
ル
の
改
革
で
地
域
協
定
を
補
完
し
つ
つ
、

完
全
に
機
能
す
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
紛
争
解
決
シ
ス
テ
ム
を
回
復
す
る
こ
と

が
、
差
別
的
政
策
に
よ
る
他
の
貿
易
相
手
国
へ
の
潜
在
的
な
悪
影
響

を
緩
和
す
る
だ
け
で
な
く
、
緊
張
の
根
底
に
あ
る
原
因
の
一
部
を
解

決
す
る
こ
と
に
役
立
つ
」
と
警
告
し
て
い
る
。

　

安
全
保
障
を
目
的
と
し
た
輸
出
規
制
強
化
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き

い
が
、
リ
ス
ク
も
拡
大
さ
せ
る
。「
一
方
的
な
現
状
変
更
」
と
い
う

緊
張
を
呼
ぶ
行
為
を
選
択
す
る
「
し
き
い
値
」
が
下
が
っ
て
し
ま
う

か
ら
だ
。
一
方
的
な
現
状
変
更
の
選
択
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
デ

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
経
済
的
利
得
が
減
る
の
で
あ
れ
ば
、
緊
張

を
生
む
決
断
も
合
理
的
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
一
方
的
な
現
状
変
更
を
行
っ
た
場

合
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
と
い
っ

た
「
ル
ー
ル
に
基
づ
く
」
回
路
が
必
要
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
を
行
っ
た
結
果
、
主
要
七
ヵ
国
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
「
最
恵
国

待
遇
」
を
停
止
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
切
り
離
さ
れ

た
。
こ
の
制
裁
の
効
果
を
精
査
し
、
明
示
的
に
ル
ー
ル
化
す
る
こ
と

も
一
案
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
は
、
安
全
保
障
上
の
理
由
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
輸
出
管
理
規

制
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な

が
ら
、
輸
出
規
制
の
有
効
性
は
期
間
限
定
的
で
あ
る
。
そ
れ
も
考
慮

し
、
既
に
中
国
が
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
通
商
ル
ー
ル
の
範
囲
で
の

規
律
づ
け
を
積
極
的
に
進
め
、「
一
方
的
な
現
状
変
更
」
を
「
抑
止
」

し
つ
つ
、
自
国
企
業
の
商
業
的
利
益
を
保
全
す
る
こ
と
も
、
同
時
に

進
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
●




